[bookmark: _GoBack]単元：「物質の変化とその利用　－物質量と化学反応式－」No.1
	
化学基礎　振り返り・自己評価シート　
　年　　　組　　　番　　名前


☆目標を達成できたか、自己評価しよう！！（※Ａ～Ｄに○をつけよう！！）
目標①　仮説を確かめるための観察・実験を計画することができる。　　　　　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	観察・実験において、見通しをもちながら、他グループとも協働することで、効率のよい検証計画となっており、また条件も制御することができた。
	観察・実験において、見通しをもちながら、条件も制御された検証計画を立案することができた。
	検証計画を立案したが、仮説を検証する方法について考えられなかった。
	検証計画を全く立案することができなかった。

	そのように判断した理由：


目標②　観察・実験を自分たちで実行することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	実験操作の手順について、グループ内で理解し合い、皆で操作をサポートすることができた。
	実験操作の手順について、グループ内で理解し合い取り組んでいるが、誤った操作をすることがあった。
	実験操作の手順について、グループ内で理解し合うことができず、適切な実験操作を行うことができなかった。
	実験操作を他人に委ねるなど、観察・実験に参加することができなかった。


	そのように判断した理由：


目標③　観察・実験において、安全確保の視点に立ち実施することができる。　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	実験器具の取扱いについて、気付いたことを記録しながら、安全に配慮して観察・実験に取り組むことができた。
	実験器具を適切に使用でき、安全に配慮して観察・実験に取り組むことができた。
	実験器具を適切に使用できるが、安全に配慮する意識を忘れていることがあった。
	観察・実験において、安全対策を意識して取り組むことができなかった。

	そのように判断した理由：


目標④　仮説と照らし合わせて、実験結果を基に考察することができる。　　　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	実験結果を基に、泡の発生に関与する成分について筋道立てて説明することができた。
	実験結果を基に、泡の発生に関与する成分について特定することができた。
	実験結果を基に、泡の発生に関与する成分について特定しようとしているが、不十分であった。
	泡の発生に関与する成分について特定することができなかった。

	そのように判断した理由：



	
	炭酸水素
ナトリウム
	硫酸
ナトリウム
	クエン酸
	コーン
スターチ
	結果

	①
	〇
	〇
	〇
	〇
	泡が発生した

	②
	〇
	〇
	〇
	×
	泡が発生した

	③
	〇
	〇
	×
	〇
	泡は発生しない

	④
	〇
	×
	〇
	〇
	泡が発生した

	⑤
	×
	〇
	〇
	〇
	泡は発生しない

	
	〇：混合する成分　　×：混合しない成分
	


● 右表より、入浴剤の泡の発生には、
炭酸水素ナトリウムとクエン酸が
関係していることが特定できる。
どのように特定することができる
のか筋道立てて説明してみよう！





● 学習を振り返って、新たに疑問に思ったことや、さらに知りたいことを書こう。




単元：「物質の変化とその利用　－物質量と化学反応式－」No.２
	
化学基礎　振り返り・自己評価シート　
　年　　　組　　　番　　名前


☆目標を達成できたか、自己評価しよう！！（※Ａ～Ｄに○をつけよう！！）
目標①　観察・実験を自分たちで実行することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	実験操作の手順について、グループ内で理解し合い、皆で操作をサポートし、常に正確な計量をすることができた。
	実験操作の手順について、グループ内で理解し合い取り組んでいるが、誤った操作や正確な計量ができていないことがあった。
	実験操作の手順について、グループ内で理解し合うことができず、適切な実験操作や計量を行うことができなかった。
	実験操作を他人に委ねるなど、観察・実験に参加することができなかった。


	そのように判断した理由：


目標②　観察・実験において、安全確保の視点に立ち実施することができる。　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	実験器具の取扱いについて、気付いたことを記録しながら、安全に配慮して観察・実験に取り組むことができた。
	実験器具を適切に使用でき、安全に配慮して観察・実験に取り組むことができた。
	実験器具を適切に使用できるが、安全に配慮する意識を忘れていることがあった。
	観察・実験において、安全対策を意識して取り組むことができなかった。

	そのように判断した理由：


目標③　仮説と照らし合わせて、実験結果を基に考察することができる。　　　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	仮説と照らし合わせて、実験結果を基に、反応における量的な関係について筋道立てて説明することができた。
	実験結果を基に、反応における量的な関係について筋道立てて説明することができた。
	実験結果を基に、反応における量的な関係に気付き、説明しようとしているが、不十分であった。
	反応における量的な関係に気付くことができなかった。

	そのように判断した理由：


目標④　振り返り、新たな疑問や次の課題を見いだすことができる。　　　　　　　　　　　
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	自らの学びの達成状況を把握し、図表やグラフに結果をまとめ、科学用語を用いて２つの物質の量的な関係を踏まえて記述するだけでなく、次の学びにつなげることができた。
	自らの学びの達成状況を把握し、２つの物質の量的な関係を踏まえて記述することができた。
	わかったこと等については記述できているが、自らの学びの達成状況は把握できなかった。
	わかったこと等については記述できず、自らの学びの達成状況は把握できなかった。

	そのように判断した理由：



●あなたは、入浴剤メーカーの商品開発部で働く研究員です。最も経費をかけず、多くの泡が出る入浴剤を
開発するために、炭酸水素ナトリウムとクエン酸の混合比はどのように設定しますか？理由も書きましょう！






● 学習を振り返って、新たに疑問に思ったことや、さらに知りたいことを書こう。




